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として光透過法による吸光度の測定が挙げられるが，転炉

ダストの集じん水は光透過法が適用される濃度に比べて極

めて高濃度であることや，ダストの比重が高く沈降速度が

大きいためにすぐに沈降分離してしまうことから光透過法

を転炉集じん水に直接適用することは困難であった。本開

発では，これらの課題を以下のように克服した。まず，高

濃度の転炉集じん水を，光透過法で測定可能な濃度域まで

希釈した。そして，ダストの沈降分離を防止するため，転

炉集じん水を連続的に測定系へ導入することによって測定

系での混合状態を維持した。その結果，高濃度の転炉集じ

ん水を連続測定し，オンラインで吹錬中のダスト発生速度

を得ることに成功した。本システムの測定フローは以下の

ように構成される。 
 (1) 転炉集じん水のサンプリング 
 (2) 集じん水の希釈 
 (3) 希釈集じん水の測定部への導入 
 (4) 比色計による希釈集じん水の吸光度測定 
 (5) 吸光度からダスト発生速度を演算 
 これらのフローは連続的に行われる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.1 Dust and gas flow in the BOF exhaust system 
 
2.2 測定予備実験 
 実転炉用オンラインダスト測定装置の開発に先立ち，実

験室レベルでの予備測定実験を行った。実験装置の構成を

Fig.2
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 同一吹錬において，別途，転炉集じん水をバッチサンプ

リングし，吹錬終了後にフィルターろ過法にてダスト発生

速度を求め，図中に同時に示すが，本測定システムの結果

とろ過法による結果はよく一致しており，本測定システム

の妥当性が確認された。 
 
4. 適用例 
 本測定システムの開発により，転炉吹錬中のダスト発生

挙動がオンラインで把握可能となり，送酸パターンなどの

操業条件最適化に役立っている。また，複数の吹錬間で測

定することで，吹錬ごとの長期間にわたる大量のダストデ

ータを蓄積することが可能となり，長期的なダスト発生状

況を把握する重要なツールとなる。後者の適用例として，

低ダスト化を目的とした，ランス改善へ適用した結果を示

す。 
 連続した約 250の吹錬について本ダスト測定システムを

適用し，吹錬ごとの総ダスト発生量について調査した測定

試験を行った。測定結果を Fig.6 に示す。測定試験の途中

に，低ダスト化を目的とした試験ランスに変更した吹錬を

約 50 実施しているが，従来ランスでのダスト発生量が大

きくばらついているのに対し，試験ランスではダスト発生

量が低位に推移していることがわかる。 
 このように，明確な結果を出すために長期間の試験が必

要であったランス特性の評価が，本システムを用いること

により極めて迅速に行え，開発・操業改善のスピードアッ

プに大きくつながっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5. おわりに 
 転炉吹錬中にダスト発生速度を連続測定可能とする転炉

オンラインダスト測定装置を開発した。転炉集じん水は高

濃度であるため，従来では光透過法による測定が困難であ

ったが，測定可能濃度域まで希釈することにより，光透過

法による連続ダスト濃度測定を可能とした。本システムの

開発により吹錬パターンの最適化，ランス特性の迅速評価

に効果を上げている。 
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